
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 予    定 日 曜日 予    定 

１０ 火 始業式 １９ 木 CC（PM 大西先生） 

１３ 金 大学入学共通テスト直前指導(５限) ２０ 金 CC（PM 村田先生） 

１４ 土 大学入学共通テスト ２３ 月 国公立大学二次出願（２/３まで） 

１５ 日 大学入学共通テスト ２４ 火 卒業考査１日目 

１６ 月 

カジュアルWEEK（２０日まで） ２５ 水 卒業考査２日目 

大学入学共通テスト自己採点 
２６ 木 

卒業考査３日目 

（１～３限まで） CC（PM 大西先生） 

１７ 火 

１．１７阪神淡路大震災追悼行事 ２７ 金 卒業考査４日目 

通学路マナーアップキャンペーン ３０ 月 卒業考査５日目 

（１９日まで） ３１ 火 答案返却 全校集会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軌跡～KISEKI～ 

軌跡～KISEKI～ 

軌跡～KISEKI～ 

軌跡～KISEKI～ 

軌跡～KISEKI～ 
 

軌跡～KISEKI～ 
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ベリーショート 

“As time goes by, life begins to feel very short. ”「時が経つにつれて、人生は短く感じる。」 

皆さんはあまり実感しないことかも知れません。寄る年波。年のせいか、２０２２年、私はこのフレーズをしみ

じみと実感しました。あっという間の一年。 

「As time goes by」は直訳すれば、「時が経つにつれて」という意味。 

そう、みなさんも３０代半ばを過ぎたあたりから「As time goes by」をじわじわと感じてくるかもしれませ

ん。１９４２年のアメリカ映画『カサブランカ』で、ヒロインのイルザ(イングリッド・バーグマン)の求めに応じて

サム(ドーリー・ウィルソン)がピアノの弾き語りで歌う『As Time Goes By』『時の過ぎゆくままに』のメロデ

ィーラインはもちろん、その歌詞はとてもお洒落で、“The fundamental things apply As time goes 

by ”「本質的なことは変わらない どんなに時が流れようとも」というフレーズは人生の真実を象徴していま

す。『カサブランカ』は第１６回アカデミー賞で作品賞・監督賞・脚色賞の３部門を受賞した名作映画。 

第 46回アカデミー賞、作品賞受賞の『スティング』も名作。ストーリー展開のテンポの良さ、テーマ曲

『The Entertainer』の軽妙な中に哀愁を感じさせる曲調は秀逸。キャスティングも最高。これぞエンターテ

イメントという作品です。 

年末年始の自由な時間に『カサブランカ』と『スティング』を時の過ぎゆくままに鑑賞するのもいいですね。 

学年主任 天野 弘之 

～2022 年を振り返って～ 
46 回生学年団の先生方に、2022 年の思い出や出来事を振り返っていただきました！ 

皆さんも 2022 年が終わるまでにどんな 1 年だったか、是非振り返ってみてください。 

1 月行事予定 

高校生活最後の行事、球技大会が行われました。男子・女子バスケットボール、男女バレーボール、女子ドッヂ

ボールを行いました。今回は初めての全競技全学年対抗で対決。そして、コロナの影響で２年間行われていなか

った体育館での球技大会。今までにないぐらいの盛り上がりを見せました。１組は男子バスケットボール、２組は

バレーボール、３組は女子バスケットボールと各クラス優勝することができました。よく頑張りました！！！！ 

球技大会 
～高校生活最後の学校行事～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

突然ですが問題です！私は４月に入ってから、学校での行事ごとで、写真を何枚撮ったでしょう？ ただし、

写真部の活動などを除外し、３学年がかかわっているイベントごとのみ数えるものとします。また、撮影に失敗

しすぐに消した写真、消すように言われたため削除した写真も除外します。 

 どれくらいあるか気になったので、実際に数えてみました。正解は１３０４枚でした！ １０００枚を超えていたの

に自分でも驚きました。最近、自分の記憶力が信用ならないなと感じながら、学校のサーバーに入っている写

真を確認すると、すぐに自分が撮った写真か、そうでないかを見分けることができました。写真ってすごい。 

 話を戻しますが、失敗した写真はすぐに消しますので、成功したと思えた写真が１３０４枚です。多くの写真に

は、３学年の君たちのいい表情が写っています。体育祭の競技に全力を尽くす表情や、文化祭を発表や模擬

店で盛り上げているときの表情、校外学習で友人たちと楽しそうに過ごす表情や、式典に真剣に取り組んで

いる表情。そういった表情を撮ることが楽しいです。いろいろな行事にしっかりと取り組んでくれたことに感謝

しています。 

 その学校行事も残りはわずか・・・とりわけ、卒業式は真剣に、厳かに取り組むようにお願いします。 

２組担任 片山 泰宏 

今年の２月、我が家に激震が走った。常に寝転んで上しか向けなかったわが子が寝返りを打ったではな

いか！！ そこから月日が流れ、知らない間に彼はハイハイをするようになり、気づけば壁やソファーを伝って歩

き始めた。そして今年の 8月、我が家を悲劇が襲うことになる。一家全員コロナに感染してしまったのである。

それはわが子も例外ではなかった。父親も母親も高熱を出しぶっ倒れている中、彼だけはすこぶる元気で、

寝転んでいる両親の顔をぺちぺちとたたいたり、踏みつけて通過したり、仕舞いには全くかまってくれないこ

とが悲しいのか、泣きながら頭突きを食らわせてくるのであった。「いつもパパやママはお休みの日に遊びに

連れて行ってくれるのに、なんでここ最近かまってくれないのだろう…」彼のフラストレーションがピークに達し

たとき、奇跡が起こった。なんと、直立二足歩行を始めたではないか！！ 今では毎日おもちゃを両手で握って

なめ回しながら、リビングを縦横無尽に練り歩いている。 

いやはや子どもの成長は本当にめまぐるしく、驚かされる。毎日が成長の連続で、本当によくここまで成長

するよなぁ…と関心する。 

そんな彼を見て、こう思う。「さてこの一年、我々は彼ほど成長できたかな？」と。皆さんはどう思う？ 

できることが増えた今、新しくできることはどうしても減っていくかもしれない。人によっては部活も引退し進

路も決まり、「もうこれ以上勉強しなくてもいいや、頑張らなくてもいいや」なんて思っている人もいるかもしれ

ない。でも、それでいいのか？ 

どんなきれいな水でも流れなければどんどん澱む。どんな素晴らしい武器でも使わなければどんどん錆び

る。卒業まであと少し。就職・進学は皆さんの人生のゴールではないはず。むしろスタート！ 歩みを止めず、ど

んどん成長していこう。 

そして、これから選考や一般入試を控えている人たちへ。人はいつでも成長することができる！ 最後まで

あきらめず、自分の夢に近づくため、この冬も頑張ってください。そして春、自分の力でつかみ取った進路で

力強く駆け巡ってくれることを願っています。 

今年もありがとうございました。来年もよろしくお願いします。 

１組担任 野上 光雄 

 

歳を１つ重ね思い出すことが出来なくなってきて、老いを感じています。記憶の中では、今年の初めに学級

閉鎖になったことからスタートしました。そこから学年が上がり、クラス替えで涙を流す生徒がいました。その

次の記憶は、体育祭です。大きな旗、初の縦割り、そしてなんといっても４６回生初の交流体育祭でした。様々

な競技で白熱する姿は、今後も忘れることはないでしょう。３年生として立派な姿でした。 

２学期に入り、いよいよ進路決定へ。面接練習や入試に向け勉強に必死になる姿も多くありました。年が明

けると、入試本番になります。ラストスパートですね！ 学校としては、２学期に大きく変わったことがカジュアル

デイ＆ウィークです。制服でない姿をみると新鮮な感じがしました。そして、２学期最大のイベントの文化祭！ 

高校生活最後の学校行事で晴れやかな姿を多く見れました。高校時代の大きな思い出の一つになったので

はないしょうか。高校生活も残りわずか！最後まで気を抜かずに、さらなる向上を期待しています。 

ちなみに、プライベートではスマホゲームにハマり息子と二人でかなり課金し、嫁に二人まとめて叱られま

した。 

３組担任 芝崎 真誠 

２０２２年の思い出は、１年間でＫｉｎｇ＆Ｐｒｉｎｃｅに６回も会えたことです。幸運なことに席もよく、メンバー５人を

間近で見ることができました。それだけでも幸せでしたが、有難いことにファンサービスまでもらえるという最

高の幸せをいただき、最高の思い出となりました。この時はこれからも“当たり前”にキンプリに会えると思って

いました。ですが、皆さん知っているように突然のメンバー３人の脱退発表・・・。脱退発表を受け、ショックを受

けたとともにこの世の中に“当たり前”ってないんだと改めて痛感させられました。皆さんはどうですか？ 姫路

別所高校４６回生として出会った友人との高校生活。“当たり前”に思っていませんか？ 今まで何気なく過ご

してきたかもしれません。ですが、２年８か月、一緒に過ごしてきた友人と同じ学校で生活する時間も少なくな

ってきています。あと何回同じ教室で授業を受けることができますか？ 一緒にお昼ご飯を食べることができま

すか？ １分１秒を大切に、この学校で出会った友人と過ごせる環境に幸せを感じながら残りの高校生活を送

ってほしいです。かけがえのない時間を素敵な思い出に変えてください。 

今は今しかありません。後悔して過去に戻りたくても戻ることはできません。この瞬間を大切に。私も後悔しな

いように５月２２日まで、５人のＫｉｎｇ＆Ｐｒｉｎｃｅを全力で応援します・・・笑 

学年付 古野 杏菜 

卒業式まで登校日数 19 日         

 
次の登校日は１/１０(火)です。クリスマス、年末年始とイベントもたくさんありますが、過ごし方を考え有

意義な冬季休業にしてください。１/１０、全員揃って元気な姿で登校してくることを楽しみにしています。よ

い年末年始を。 

 


